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アジア・太平洋研究センター主催研究会
日　時：2009 年 7 月 24 日（金）
場　所：名古屋キャンパス  Ｎ棟 3 階社会倫理研究所会議室
発表者：Dr. Jonna P. Estudillo（政策研究大学院大学准教授）
テーマ： “Rural Poverty and Income Dynamics in Asia”  

（貧困削減のメカニズム： アジアの農村における長期的な変化から）

  

 Jonna P. Estudillo 氏 Jonna P. Estudillo 氏と
  通訳の林センター長

１．Unfavorable Asian Scenario
２．“Unexpected” Outcomes: Common Major Findings
３．Hypothesis and Major Findings
４．New Paradigm of Farm and Nonfarm Linkages
５．Concluding Remarks

近年，MDGs（ミレニアム開発目標）をはじめ，国際社会における“貧困削減”へ
の関心が高まる中で，めざましい経済発展を通じて貧困削減に成果をあげたアジア諸
国の経験に注目し，その“貧困削減のメカニズム”をさぐる試みが数多くなされてき
た。これら諸研究の大半が，経済発展の主役として「“都市”を中心とする“工業部
門”」に注目してきたのに対し，政策研究大学院大学の大塚教授や Estudillo 准教授な
どの研究グループは，アジア各国における農村家計の長期パネルデータに基づき，こ
れまで“脇役”とされることが多かった「“農村”を中心とする“農業部門”」に焦点
を当て，「アジアの農村で貧困削減が進展したダイナミックなプロセス」を明らかに
することを試みてきた。

これらの研究成果は，大塚・櫻井（2007），Otsuka, Estudillo, and Sawada （2009）１ 
などの形でまとめられているが，本研究会では Estudillo 准教授から，フィリピン，
タイ，バングラデシュ，インドの４カ国の農村家計データに基づき，「これら４カ国
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で農村家計の貧困削減が進展したプロセス」に関して以下のように報告がなされた。
すなわち，これらの研究で注目すべき第１のポイントとして，「“農村”を中心と

する“農業部門”の発展」が「“都市”を中心とする“工業部門”の発展」に及ぼす
様々な影響のうち，「“教育”が果たす役わり」の長期的な波及効果が，パネルデータ
に基づき検証されたという点が挙げられる。すなわち，上記４カ国のいずれにおいて
も，「“緑の革命”（農業における技術進歩）の成果を実現して農業所得を高めること
ができた農家ほど子どもの教育に熱心であり，後年，より高い教育を受けた彼らの子
どもたちが都市の非農業部門で雇用機会を得て，より高い所得を実現する傾向があ
る」という統計的な因果関係が確認されたのである。

さらに，注目すべき第２のポイントとして，「土地をあまり持たず，“緑の革命”の
成果を十分には実現できなかった農家」に焦点を当ててみると，上記４カ国のいずれ
においても，1980 年代以降の約 20 年の間にこれら農家の所得水準がかなり上昇し，
彼らの貧困状況が大幅に改善したという点が挙げられる。また，これら農家の所得水
準向上の背景としては，（従来考えられてきた「“都市周辺”での雇用機会の拡大」で
はなく）「“農村周辺”での“非農業部門”における雇用機会の拡大」がより大きな
役わりを果たしたという点が確認されたのである。ただし，これらの国々において，

「なぜ＆どのような形で“農村周辺”での“非農業部門”における雇用機会の拡大が
実現したのか」という疑問については，その具体的な内容やこれらをもたらした諸要
因が未だ十分には明らかにされておらず，今後さまざまな角度から分析を重ね，この
点に関する考察を深めることが重要な研究課題となるという点が指摘された。

また一方，大塚教授らの研究グループは，エチオピアやケニア，モザンビークな
ど，一部アフリカ諸国についてもデータ収集を行い，「農村家計における貧困削減の
プロセス」に関してアジアとアフリカの比較分析を進めているが，「技術進歩を実現
し，農業所得を高めることができた農家ほど子どもの教育に熱心である」という傾向
など，アジアとアフリカの間の共通性が一部確認されつつあるという点につき説明が
あった。そして，さらにデータ収集を進めて両者の間の“共通性”と“差異性”に関
する分析を重ねつつ，「“アジアの経験”のアフリカへの適用可能性」についての考察
を深めることが今後期待されるという点が併せて指摘された。

【注】
１ 大塚啓二郎・櫻井武司（編）（2007）『貧困と経済発展　アジアの経験とアフリカの現状』東洋経

済新報社。
　 Keijiro Otsuka, Jonna P. Estudillo, and Yasuyuki Sawada, Rural Poverty and Income Dynamics 

in Asian and Africa, Routledge.
 （文責：林尚志）


